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わが国における主要中心都市の

通勤 ・通学圏について

水 田 昭 夫*
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AkioMIZUTA

は じ め に

各地に分布する中心都市の周辺には,そ の中心都市 と生活,経 済,文 化等を共にする圏

域,い わゆる都市圏が成立することは周知の事実である.こ の都市圏を構成する単元とし

ては小売商圏,卸 売商圏,通 報 ・通話圏,広 域市町村圏,そ してここにとりあげた通勤 ・

通学圏などがある.こ れらのうち,小 売商圏,通 学圏などは生活圏,卸 売商圏は経済圏,

広域市町村圏は行政圏,通 勤圏や通報 ・通話圏は文化圏とみなすことができる.

今回は通勤および通学に関 して信頼に値する最新の昭和60年 国勢調査報告が最近公表さ

れたのを機会に,通 勤と通学を合せた統計値を指標として,中 心的な全国各都市に対する

通勤 ・通学者の割合か常住就業 ・通学者数に対 して一定率以上の圏域を拾い上げ,都 市を

中心 とする生活 ・文化圏域の実態の究明を試みた ものである.

都市の通勤 ・通学圏とはいっても,通 勤と通学とでは,そ の占有率においてきわめて大

きな差があり,一 部の高校所在町村などを除いて,主 要中心都市への通勤率よりはその通

学率の方がはるかに高い.し かし,全 国の通学者875万 人に対する通勤者5,836万 人の実

数は約6.7倍 にも達 し,そ れは全就業 ・通学者の約.,に も及ぶ.こ のため,従 属的市町

村における総合的な通勤 ・通学率は,通 勤率の値よりやや高い程度にとどまり,通 学率の

影響はそれほど大きなものとはならない.そ こで,本 論文ではあえて通勤圏と通学圏 とを

別々にとりあげず,通 勤者と通学者の総数の和による通勤 ・通学圏として考察することと

した.な お,通 勤圏と通学圏とを対比すれば,通 勤圏は通学圏より一層,行 政区域にしば

られることなく,よ り自然な広がりをみせているといえよう.

圏域の平面形態は,各 地域のもつ交通条件の強い影響がみられることは勿論であるが,

他に地形的条件,行 政的条件,歴 史的条件や,中 心都市の規模 ・機能的特性,中 心都市の

分布状態等の影響がみられ,こ れ ら諸条件の総合的結果 として大小各々の通勤 ・通学圏が

存在 しているといってよかろう.

1.中 心都市の選定

主要中心都市 とは,当 地従業 ・通学者数が比較的多く,か つ周辺市町村からも多 くの通
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勤 ・通学者を迎え入れる都市をいう.但 し,衛 星都市のように常住者の うち他の中心都市

へ高い割合の通勤 ・通学がみられるような都市は除かれる.そ こで,こ こでは下記の諸条

件を設定 し,こ の条件をすべて満す都市(市 または町)を 主要中心都市 とみなすこととし

た.

(1)当 地従業 ・通学者1万 人以上.

② 当地従業 ・通学者のうち,他 市町村での常住者2千 人以上.

{3}当 地での常住就業 ・通学者より従業 ・通学者が多いこと.但 し,

(4)当 地常住就業 ・通学者の10%以 上が他の中心都市で従業 ・通学する都市を除 く.また,

(51当 地常住就業 ・通学者の5%以 上,10%未 満が一方的に他の中心都市で従業 ・通学す

る都市は,「 準中心都市」 とよぶ.

検討の結果,選 定された中心都市は233都 市,準 中心都市は63都市,合 計296都 市であ

る.ま た,各 圏域に包括される市町村名とその中心都市への通勤 ・通学率は表1の とおり

である.5%以 上の通勤 ・通学圏に含まれる市町村は全国で2,495を 算え,全 市町村数3,

254の 約77%に 及ぶ.東 京区部は関東1都5県 にわたる141の,大 阪は近畿2府4県 に86

の.名 古屋は東海3県 に61の5%を 超える通勤 ・通学率をもつ市町村を数える.他 に,甲

府,松 本,津 山,飯 塚,佐 賀 といった盆地や平野の中心都市も都市規模の割には数多い通

勤 ・通学圏域市町村を保有する.

中心都市への通勤 ・通学率は.高 いところで仙台圏の泉市(S.62に 仙台市へ合併)の60.

1%を 筆頭に,東 京圏の浦安市57.4%,札 幌圏の石狩町55.9%,米 子圏の1ヨ吉津村53.1

%,長 崎圏の長与町52.4%,熊 本圏の飽田町52.3%の 順で,i'.を 超えるものが10都市圏

に16市 町村を算える.

また,表2に よれは,人 口規模の大きな中心都市ほど数多 くの通勤 ・通学圏域市町村を

保有 し,ま た,中 心都市に対する通勤 ・通学率の高い市町村の占める割合が大きくなる傾

向がみられる.

表1.主 要 中心都市とその通勤 ・通学圏域市町村

(注)1.表 中△は準中心都市を示す。

2.2つ 以上の中心都市の圏域に含まれる市町村は、通勤・通学者の最も多い都市の圏域のみに含めた。

中 心 圏 域
中心都
市への 中 心 圏 域

中心都
市への 中 心 圏 域

中心都
市への

通動 ・ 通勤 ・ 通勤 ・

都 市 市町村 適学率
GS.6Q?
都 市 市町村 通学率

(S,60)
都 市 市町村 通学率(

5.60)

% % %

(北 海 道) 東神 楽 町 25.8 白 糠 町 17.0

札 幌 市 石 狩 町 55.9 当 麻 町 24.7 凱 居 村 8.9

広 島 町 42.8 東 川 町 21.3 阿 寒 町 6.6

江 別 市 35.3 愛 別 町 14.5 音 別 町 6.6

当 別 町 14.5 美 瑛 町 8.5 帯 広 市 音 更 町 32.4

小 樽 市 12.4 函 館 市 上 磯 町 40.1 幕 別 町 26.0

恵 庭 市 12.0 七 飯 町 33.3 茅 室 町 16.5

厚 田 村 1 大 野 町 2L9 池 田 町 7.0

南 幌 町 8.8 戸 井 町 19.3 中札 内村 6.8

岩見 沢 市 6.2 木古 内 町 9.5 士 幌 町 5.7

旭 川 市 鷹 栖 町 31.2 砂 原 町 5.2 清 水 町 5.3

比 布 町 26.1 釧 路 市 釧 路 町 41.1 室 蘭 市 登 別 市 38.9
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中 心 圏 域
中心都
市への 中 心 圏 域

中心都
市への 中 心 圏 域

中心都市
への

通勤 ・ 通勤 ・ 通勤 ・

都 市 市町村 通学率
6.60)
都 市 市町村 通学率

fS.60)
都 市 都 市 通学率

6S.bO)

彩 % %

茂 木 町 7.4 子 持 村 8.2 皆 野 町 is.s

小 山 市 国分 寺 町 17.1 小野 上 村 7.3 小鹿 野 町 12.4

結 城 市 14.1 東 村 6.7 吉 田 町 11.4

南河 内 町 7.2 桐 生 市 笠 懸 村 24.8 長 瀞 町 10.9

足 利 市 大間 々 町 23.6 大 滝 村 1

△佐 野 市 田 沼 町 20.3 黒保 根 村 17.4 両 神 村 10.3

葛 生 町 14.6 東 村 17.2 本 庄 市 上 里 町 18.4

岩 舟 町 13.8 新 里 村 1$.9 美 里 町 15.0

藤 岡 町 6.9 藪塚 本 町 14.1 児 玉 町 10.2

栃 木 市 都 賀 町 24.8 太 田 市 新 田 町 19.1 神 川 町 8.6

大 平 町 13.1 尾 島 町 18.7 (千 葉 県)

西 方 村 11.9 大 泉 町 10.9 君 津 市 富 津 市 14.5

粟 野 町 6.7 △伊勢崎市 東 村 20.5 木更 津 市 13.3

大田原 市 西那須野町 19.3 境 町 18.1 茂 原 市 長 南 町
.,

湯津 上村 15.4 赤 堀 町 14.0 長 生 村 25.9

黒 羽 町 13.8 館 林 市 明 和 村 i7.a 睦 沢 町 25.2

△真 岡 市 二 宮 町 ., 板 倉 町 14.3 長 柄 町 21.8

益 子 町 15.0 邑 楽 町 12.9 白 子 町 1

黒 磯 市 那 須 町 14.0 千代 田 町 8.9
一 宮 町 15.5

△矢 板 市 塩 谷 町 10.0 沼 田 市 川 場 村 25.1 岬 町 13.2

△烏 山 町 馬 頭 町 9.9 白 沢 村 24.2 夷 隅 町 9.7

美 和 村 8.3 昭 和 村 17.8 御 宿 町 7.8

小 川 町 7.2 月夜 野 町 16.9 大 原 町 7.s

日 光 市 一 新 治 村 12.2 大多 喜 町 5.0

(群 馬 県) 利 根 村 10.5 △成 田 市 富 里 町 21.0

高 崎 市 箕 郷 町 25.2 水 上 町 6.1 下 総 町
..

群 馬 町 24.6 高 山 村 5.1 大 栄 町 15.6

榛 名 町 23.2 △富 岡 市 甘 楽 町
・
1 神 崎 町 12.5

安 中 市 16.7 妙 義 町 16.4 多 古 町 11.2

吉 井 町 16.7 南 牧 村 15.4 芝 山 町 10.4

新 町 14.4 下仁 田町 14.4 本 埜 村 s.s

松井 田 町 14.2 (埼 玉 県) 佐 原 市 6.3

玉 村 町 14.1 △熊 谷 市 江 南 村 24.9 栗 源 町 6.2

藤 岡 市 ia.o 川 本 町 17.0 印 旛 村 5.4

倉 渕 村 11.5 南河原 村 16.0 館 山 市 三 芳 村 26.6

前 橋 市 富士 見村 37.6 大 里 村 15.2 富 浦 町 25.2

大 胡 町 31.5 妻 沼 町 13.5 千 倉 町 16.1

吉 岡 村 22.8 花 園 町 11.2 丸 山 町 15.2

宮 城 村 19.7 深 谷 市 10.2 富 山 町 14.2

榛 東 村 Z7.7 行 田 市 7.5 白 浜 町 14.2

北 橘 村 17.6 岡 部 町 7.1 和 田 町 12.8

粕 川 村 16.5 寄 居 町 6.8 鋸 南 町 10.6

渋 川 市 Z1.7 秩 父 市 荒 川 村 36.9 銚 子 市

赤 城 村 11.0 横 瀬 町 33.0 △旭 市 海 上 町 15.3
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中 心 圏 域 灘 中 心 圏 域
中心都市
への 中 心 圏 域

中心都市
への

通動 ・ 通動 。 通勤 ・

都 市 市町村 通学率
(5.60)
都 市 市町村 通学率

65.60)
都 市 市町村 通学率(

5.60)

% % %
御 津 町 12.0 白 山 町 13.9 木之 本 町 11.9

田 原 町 11.? 関 町 7.0 余 呉 町 ii.i

豊 川 市 11.2 美 杉 村 5.5 山 東 町 9.8
一 宮 町 10.6 伊 勢 市 御 薗 村 39.5 伊 吹 町 8.5

新 城 市 9.5 二 見 町 28.7 西浅 井 町 5.9

音 羽 町 8.? 度 会 町 24.9 八 日市 市 永源 寺 町 26.7

赤羽根 町 5.3 小 俣 町 24.8 愛 東 町 17.9

鳳 来 町 5.1 玉 城 町 18.3 湖 東 町 12.9

豊 田 市 藤 岡 町 32.1 磯 部 町 7.7 蒲 生 町 10.7

足 助 町 31.3 南 勢 町 5.9一 五個 荘 町 8.5

小 原 村 19.4 阿 児 町 5.2 水 口 町 土 山 町 16.4

旭 町 16.8 △松 阪 市 勢 和 村 25.8 甲 南 町 14.4

三 好 町 16.0 多 気 町 20.4 甲 賀 町 11.2

下 山 村 13.5 飯 南 町 19.5 日 野 町 9.3

岡 崎 市 6.4 明 和 町 17.7 信 楽 町 5.3

稲 武 町 5.5 大 台 町 11.4 △栗 東 町 一
△ 刈谷 市 知 立 市 14.5 大 宮 町 9.7 甲 西 町 石 部 町 10.5

高 浜 市 12.2 飯 高 町 6.6 竜 王 町 5.6

碧 南 市 6.3 上 野 市 大 山田 村 28.1 (京 都 府)

△西尾 市 吉 良 町 15.9 阿 山 町 25.3 京 都 市 向 日 市 45.8

一 色 町 14.6 島ケ原 村 18.2 宇 治 市 35.0

幡 豆 町 10.9 伊 賀 町 18.0 城 陽 市 32.5

幸 田 町 9.0 月ケ瀬 村 13.5 長岡 京 市 31.8

△安 城 市 青 山 町 9.1 亀 岡 市 29.3

(三 重 県) 山 添 村 6.2 大山 崎 町 26.6

△四日市市 菰 野 町 33.1 尾 鷲 市 海 山 町 17.6 八 木 町 22.8

楠 町 32.8 紀伊長島町 5.1 久御 山 町 22.5

川 越 町 23.5 熊 野 市 御 浜 町 13.5 田 辺 町 22.0

朝 日 町 17.0 北 山 村 8.8 井 手 町 17.9

鈴 鹿 市 15.0 △ 鳥 羽 市 志 賀 町 17.9

大 安 町 13.2 (滋 賀 県) 園 部 町 17.7

亀 山 市 8.2 彦 根 市 多 賀 町 1 大 津 市 17.1

藤 原 町 8.2 甲 良 町 25.7 宇治田原町 14.7

員 弁 町 6.5 豊 郷 町 20.2 日 吉 町 12.7

北 勢 町 6.5 米 原 町 17.9 草 津 市 12.6

津 市 美 里 村 36.9 秦 荘 町 ii.o 京 北 町 11.9

安 濃 町 35.7 愛知 川 町 9.6 野 洲 町 11.7

香良 洲 町 34.4 能登 川 町 8.9 山 城 町 10.3

久 居 市 i △ 長 浜 市 び わ 町 33.0 丹 波 町 10.1

河 芸 町 24.1 浅 井 町 25.2 守 山 市 9.4

一 志 町 23.8 虎 姫 町 20.7 近江八幡市 8.3

嬉 野 町 22.9 湖 北 町 ., 安 土 町 8.3

三 雲 町 22.5 近 江 町 15.1 中 主 町 6.fi

芸 濃 町 19.9 高 月 町 12.2 舞 鶴 市 高 浜 町 13.9
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表2.中 心都市の人口規模と圏域市町村

中'O都 市の人口規模
中 心
都市数

中心市への通勤
・通学率15%以
上の市町村数

百分比
ヰ心市への通勤・

灘あ総 百分比 合計
1都 市平均
圏域市町村数

% %

500万 以上 1 ioo 70.9 41 29.1 141 141.0

200万以上500万 未 満 2 106 7a.i 41 27.9 147 73.5

100万以上200万 未満 s ss 63.5 38 36.5 104 17.3

50万以上100万 未 満 5 60 5$.3 43 41.7 103 20.6

20万以上50万 未 満 46 305 55.1 249 44.9 554 12.0

10万以上20万 未 満 47 199 57.7 146 42.3 345 7.3

5万以上10万 未 満 71 195 49.7 19? 50.3 392 5.5

5万未満 118 143 34.fi 270 65.4 413 3.5

合 計 296 1,174 53.4 1,025 46.6 2,199 7.4

皿.適 正な通勤 ・通学圏とは

何%以 上の通勤 ・通学率をもつ市町村の圏域をもって,最 も適当な有意の通勤 ・通学圏

とみなすかについては,い ろいろ議論 されているところであるが,こ こでは,一 応15%以

上の第1次 圏と5%以 上の第2次 圏の2本 立てによって統計値を整理 してみた.一 般に大

都市での通勤 ・通学圏は可成高い値(通 勤 ・通学率15～20%程 度)で 考えられており,一

方,地 方の小都市のそれは低い値(5～10%程 度)に 基準を設定しないと,都 市間に通勤

・通学圏の広い空白部が生れて しまい.都 市圏としての意味をなさないことになる.そ こ

で,表2に よっても示されたとお り,全 国的に大小の中心都市の通勤 ・通学圏を考察する

場合には第1次 圏,第2次 圏の2本 立てで進めてゆく必要があると考えられる.地 図上に

通勤 ・通学圏を描入した結果では.第2次 圏(広 義の通勤 ・通学圏)の 下限値は5%位 が

最 も適当であろうということが判る.

では,高 い方(第1次 圏)の 下限値は何%と するのが最 も適当であろうか.そ れを考察

し,併 せて正 しい都市規模を知るために,一一っの試算を行 ってみた.そ の方法は,各 中心

都市の通勤 ・通学圏毎に,含 まれる各市町村の人口に中心都市への通勤 ・通学率のランク

によって一定の係数を掛けて,全 域分を合算 し,通 勤 ・通学率にもとつく中心都市の総合

規模を算出するものである.即 ち,中 心都市については係数1.0を,準 中心都市 と40%以

上の通勤 ・通学率をもっ市町村は0.9を,1'.以 上の市町村は0.8を,20%以 上は0.7を,

15%以 上は0.6を,10%以 上は0.5を,7%以 上は0.4を,5%以 上は0.3を 各市町村の

人口数に乗 じて,合 算すれは,総 合的に圏域人口の実質規模をマクロ的に計ることができ

る.こ の圏域人口は全国計で約9,054万 人となり,15%通 勤 ・通学圏による第1次 圏の人

口計9,531万 人にやや近い値となる.

この総合圏域人口規模の9,054万 人を一応の目安 とすれば,第1次 圏下限値のパーセン

テージは20%よ りはかなり小さく,15%よ りはやや大きい値となる.そ こで,一 応15%を

もって第1次 圏(狭 義の通勤 ・通学圏)の 圏域下限値 とすれは,大 都市の場合についても

ある程度の意味をもたせることが出来そうである.



72 奈 良 大 学 紀 要 第17号

皿.第1次,第2次 の通勤 ・通学圏による各都市圏の考察

表3は 主要中心都市(含.準 中心都市)の 通勤 ・通学圏域一覧統計表である.そ れぞれの

項目別にみてゆこう.

1.面 積

全国296都 市の通勤 ・通学圏面積は第1次 圏(通 勤 ・通学率155以 上)で138,332団,

第2次 圏(同5%以 上)で235,634団 である.こ れは国土総面積377,801㎞ のそれぞれ36.

6%と62.4%に あたり,5%圏 域は15%圏 域の約1.7倍 の広さになる.本 来の通勤 ・通学

圏は第1次 圏とみなしてよく.第2次 圏は通勤 ・通学指標による広域都市圏的な意味合い

が強いといってよかろう.

個々の都市別にみると,第1次,第2次 圏共,圏 域面積の広いものは.神 戸,北 九州,

福岡を除 く,札 幌,仙 台,東 京,名 古屋,京 都,大 阪,広 島の7大 中心都市 と,行 政面積

単位の広大な過疎圏域からなる旭川,釧 路,帯 広,盛 岡,高 山などの都市圏域である.と

くに帯広圏の面積は札幌のそれを しのぎ,東 京,大 阪に次 ぐ広 さをもつ.一 方,関 東平野

の境,筑 紫平野の大川など,第1次 圏,第2次 圏共に全国平均の1割 にも満たない小面積

の都市圏 もある.

表4-1は 中心都市の人口規模と圏域面積の関係を示す もので,人 口規模が大きいほど

圏域面積 も大 きくなる傾向にあるが,人 口規模の9ラ ンクは面積規模で は概 ね5ラ ンク

(人口500万,100万,20万,5万 を境 とする)に 集約分類されるといってよい.

表4-2は10大 中心都市の第1次 通勤 ・通学圏の範囲を主要鉄道路線の駅名で示 したも

のである.

表3.主 要中心都市の通勤 ・通学圏域一覧

(注)1.表 中△は準中心都市を示す。
2.表 中▲は人口減少を示す。

面 積(S.60) 人 口(S.60) 人口密度(S.60) 人 口増 減率IS.55・60 圏域人口 対中心市
中心都市

第1次 圏 第2次圏第1次 圏 第2次圏第1次 圏 第2次圏第1次 圏 第2次圏
(総 合)

(S.60) 域人口比

ltd ㎞ 駄 千人 III fu % % 千人 倍
(北海道)

札 幌 1,548 3,087 1,?16 2,044 1,109 ssa 10.3 8.5 1,836 1.19

旭 川 1,503 2,423 399 418 265 173 2.6 2.2 397 1.09

函 館 LO15 1,29fi 387 4aa 381 310 0.2 ▲a.o Asa 1.19

釧 路 1,243 2,955 245 259 197 88 0.9 a.s 242 1.13

帯 広 1,937 3,262 235 271 121 83 s.a 5.0 aa7 1.39

室 蘭 295 464 195 229 659 494 X5.9 X5.0 2{}p 1.47

苫 小 牧 562 1,?9? 158 209 281 116 4.0 2.5 180 1.14

北 見 578 1,$61 113 139 195 75 4.1 1.9 122 1.14

千 歳 594 594 74 74 124 124 10.2 10.2 74 1.00

滝 川 sis 808 61 65 99 81 a.8 0.? sa 1.16

砂 川 78 asa 25 53 318 aaa ▲2.1 X4.4 3$ 1.52

美 唄 275 275 3? 3? 136 136 X3.0 X3.0 37 i.ao

(青i森)

青 森 1,042 1,289 319 346 sas as8 1.8 1.6 323 1.10
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水田:わ が国における主要中心都市の通勤 ・通学圏について 75

面 積(S.60) 人 口(S.60) 人 口密度(S.60) 人口増減率{S55・6Φ圏域人口 対中心市
中心都市

第1次 圏 第2次圏 第1次 圏 第2次圏 第1次 圏 第2次圏 第1次 圏 第2次圏
(総 合)

(S.60) 域人口比

回 ㎞ 千人 千人 111 ni % 彩 千人 倍
(千 葉)

君 津 320 661 84 asi 264 395 9.1 7.0 173 2.05

茂 原 327 642 138 203 422 316 5.8 4.0 143 1.86

△成 田 ass sai 128 227 483 366 14.7 ia.o 139 1.81

館 山 250 385 89 122 355 318 ▲1.4 X2.0 94 1.fi7

銚 子 85 85 88 88 1,033 1,033 X1.7 X1.7 88 1.00
、

△ 旭 80 aiz 48 100 596 473 5.2 s.s 60 1.59

鴨 川 191 191 41 41 214 214 ▲0.5 XO.5 37 1.17

(東 京)

東京区部 4,663 6,736 24,576 27,415 5,271 4,070 5.2 5.9 za,925 2.50

(神奈川)

△平 塚 85 211 261 472 3,069 2,233 7.a 9.5 349 1.52

小 田 原 257 63fi 276 345 1,072 542 4.fi 4.1 278 1.50

△厚 木 199 255 214 292 1,075 1,145 19.6 17.2 220 i.zs

(新 潟)

新 潟 513 1,252 678 846 1,320 676 4.1 3.6 704 1.48

長 岡 496 859 267 314 538 36fi 1.9 1.0 aso 1.41

上 越 fi29 i>4is 181 258 289 182 1.0 ▲0.1 201 1.54

三 条 439 fiO4 111 159 252 263 1.0 o.7 129 1.49

柏 崎 462 507 103 110 223 217 1.8 1.4 103 1.20

△新発田 571 571 116 116 203 203 1.3 1.3 94 1.22

△ 燕 60 214 51 112 858 525 1.1 1.3 71 1.59

十 日 町 414 585 fi4 78 155 133 X3.4 X3.3 fi3 1.31

村 上 851 1,437 59 76 69 53 XO.6 ▲1.6 58 1.74

糸 魚 川 596 748 48 61 80 81 ▲1.0 X1.4 51 1.41

六 日 454 585 49 64 108 110 1.7 2.6 48 1.71

△小千谷 204 204 51 51 ass ass ▲a.o X2.0 44 0.99

△中 条 2fifi 303 36 47 134 155 ▲0.1 0.3 36 1.23

小 出 485 940 29 48 fiO 51 ▲0.0 X1.0 31 2.41

(富 山)

富 山 1,895 1,895 517 517 273 273 2.5 2.5 4fi5 1.48

高 岡 502 7ss 313 393 fi23 515 0.2 0.4 303 1.72

△魚 津 201 929 50 142 248 153 o.s 1.0 80 1.61

△福 野 31 23fi 15 51 491 215 0.4 XO.0 25 1.60

(石 川)

金 沢 92fi 1,476 648 701 699 475 5.2 4.9 623 1.45

小 松 402 554 134 203 334 366 2.0 3.0 153 1.44

七 尾 396 410 86 92 ais 224 XO.3 XO.5 7s 1.51

(福 井)

福 井 9fi4 1,920 396 549 410 28fi 3.8 3.1 427 1.71

△武 生 sos 841 102 114 167 136 2.1 1.6 89 1.29

敦 賀 402 499 79 89 197 178 5.6 4.8 80 1.22

小 浜 459 528 45 52 99 98 ▲0.1 1.2 46 1.34

(山 梨)
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水田:わ が国における主要中心都市の通勤 。通学圏について 77

面 積(S.60) 人 口(S.60) 人口密度(S.60) 人ロ増減率655・6① 圏域人口対中心市
中心都市

第1次 圏 第2次圏 第1次 圏 第2次圏 第1次 圏 第2次圏 第1次圏 第2次圏
(総 合)

CS.60) 域人口比

団 lad 千人 千人 fl/ 細 % % 千人 倍

△松 阪 428 825 161 182 376 221 3.0 2.5 142 1.21

上 野 450 648 88 105 196 162 0.3 1.4 85 1.40

尾 鷲 342 953 42 55 123 121 X4.9 X4.7 41 1.38

熊 野 258 395 25 36 98 91 X3.6 X3.5 31 1.22

△鳥 羽 107 io7 as 28 264 264 X1.6 X1.6 zs 1'!

(滋 賀)

彦 根 299 368 133 171 444 465 3.9 4.0 136 1.45

△長 浜 207 721 99 149 X80 207 1.7 1.8 102 1.83

八 日 市 274 352 53 82 192 233 4.7 3.9 62 1.56

水 ロ 195 598 39 101 199 169 4.9 4.3 61 2.12

△栗 東 53 53 42 42 788 788 12.9 12.9 38 1'!

甲 西 55 113 30 50 534 442 22.9 15.9 38 1.27

(京 都)

京 都 1,570 2,324 2,296 2,593 1,462 1,116 3.1 3.8 2,200 1.49

舞 鶴 341 412 99 111 290 269 1.2 1.5 ia5 i.as

福 知 山 630 1,055 93 148 148 141 2.0 o.s 104 1.58

宮 津 182 ego 35 50 193 179 X3.2 X3.4 37 1.33

峰 山 216 z8i 32 40 146 143 X1.1 X1.7 27 :,

(大 阪)

大 阪 2,761 3,794 11,028 11,566 3,994 3,048 3.1 3.1 8,815 3.34

(兵 庫)

△神 戸 758 1,028
..
.1. 2,098 2,386 2,041 3.5 3.9 1,706 1.21

姫 路 969 2,436 s4s 982 spa 403 2.7 2.5 735 1.62

豊 岡 538 898 90 131 166 146 ▲0.2 XO.4 89 1.87

洲 本 aii 305 61 88 zs7 288 Q.4 o.o 66 1.49

西 脇 180 317 59 73 327 230 1.0 0.8 59 1.52

△三 田 zit 403 41 64 192 15$ 11.5 7.3 46 1.14

△三 原 60 203 17 52 277 256 3.3 ▲0.2 31 1.85

△ 社 87 157 20 36 226 232 10.4 6.2 as 1.32

(奈 良)

△天 理 86 130 69 75 806 576 6.5 6.1 64 0.93

(和歌 山)

和 歌 山 427 968 518 674 1,212 697 1.1 0.4 546 1.36

田 辺 193 1,121 84 139 434 124 2.6 4.2 104 1.47

新 宮 344 731 73 84 213 116 X2.5 X3.2 65 1.71

御 坊 179 579 53 z8 296 135 1.0 ▲0.4 59 1.95

(鳥 取)

鳥 取 1,293 1,518 235 246 181 162 a.z 2.4 218 1.59

米 子 fi61 854 227 239 343 280 2.4 a.i 204 1.55

倉 吉 637 776 101 123 158 159 1.3 1.2 96 1.83

(島 根)

松 江 455 70i 201 235 442 336 3.5 2.9 202 1.44

出 雲 475 686 139 180 293 as2 3.0 2.3 141 1.75

浜 田 45? 850 67 101 146 119 0.9 Q.7 77 1.52
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水田:わ が国における主要中心都市の通勤 ・通学圏について 79
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面 積(S.60) 人 ロ(S.60) 人ロ密度(S.60) 人口増減率655喝O 圏域人口対中心市
中心都市

第1次 圏 第2次圏 第1次 圏 第2次圏 第1次 圏 第2次圏 第1次 圏 第2次圏
(総 合)

{5.60) 域人口比

laQ lad 千人 私 耀 畑 % % 私 倍

延 岡 768 768 148 148 193 193 ▲a.s ▲0.6 145 ia7

日 向 45fi 595 84 88 185 148 1.2 o.7 77 1.29

小 林 316 931 53 94 169 101 1.6 1.8 66 1.fil

日 南 538 538 72 72 133 133 X1.7 ▲1.7 64 1.24

△高 鍋 189 381 29 62 155 162 1.9 2.3 36 1.55

(鹿児島)

鹿 児 島 7Q5 1,351 630 743 894 550 5.4 4.3 652 1.23

鹿 屋 489 ssa 114 136 233 198 2.7 1.4 108 1.42

川 内 345 562 78 124 225 220 7.8 5.0 94 1.32

国 分 190 339 71 85 374 251 12.2 10.0 fig ..

出 水 329 465 58 88 178 1$8 2.0 0.9 61 1.53

△指 宿 78 149 33 55 424 368 0.9 ▲0.7 41 1.23

加 世 田 94 243 2fi 44 274 182 1.4 X2.3 35 1.34

志 布 志 139 388 20 56 145 144 ▲0.7 0.3 32 1.59

宮 之 城 222 385 25 36 111 93 XO.5 X1.7 29 1.47

(沖 縄)

那 覇 246 261 655 sss 2,fi62 2,547
'T
.9 7.8 564 .,

△沖 縄 104 204 185 274 1,779 1,346 8.8 7.s 180 1.78

名 護 250 400 59 82 234 2a4 5.3 3.9 65 1.34

平 良 164 205 50 59 301 286 XO.3 XO.4 49 1.47

〔全都市〕138,332 235,634 95,309 114,277 689 485 4.0 3.9 90,538 1.70

表4-1都 市規模と圏域面積

平 均 面 積 円圏域とみなした場合の半径
圏域人ロ(総 合)規 模階級 都 市 数

第1次 圏 第2次 圏 第1次 圏 第2次 圏

Its 団 km ㎞
i,oao万 以 上 i 4,663 fi,736 38.5 46.3

500万 以 上1,000万 未 満 1 2,761 3,794 29.7 34.8

200万 〃500万 〃 2 1,572 2,377 22.4 27.5

100万 〃200万 〃 6 i,zaa a,ao9 .・ 25.3

50万 〃100万 〃 is 711 1,319 15.0 20.5

20万 〃50万 〃 54 729 1,183 15.2 19.4

10万 〃20万 〃 57 366 67fi 1 14.7

5万 〃10万 〃 97 .: 632 ! 14.2

5万 未満 62 212 380 8.2 11.0

合 計(平 均) 296 {467) (796) (12.2) c15.s>
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表4-210大 中心都市の第1次 通勤 ・通学圏の範囲

〔札 幌〕

〔仙 台〕

〔東 京〕

〔名古屋〕

京

大

〔

〔

〔神 戸〕

〔広 島〕

〔北九州〕

〔福 岡〕

星置,釜 谷臼,豊 幌,北 広島までの鉄道距離15～30km圏

坂元,奥 新川,松 山町までの鉄道距離30～40㎞ 圏

東逗子,茅 ケ崎,高 尾,吹 上,栗 橋,牛 久,土 気までの鉄道距離55～60㎞ 圏

北大社(東 員町)木 曽川堤,明 智(可 児市)定 光寺,豊 明,植 大(阿 久比町)ま での

20～45㎞ 圏

大山崎,船 岡,北 小松,瀬 田,三 山木(田 辺町)ま での20～40㎞ 圏

芦屋,宝 塚,山 崎,八 幡市,奈 良,桔 梗が丘,天 見(河 内長野市)箱 作(阪 南町)ま で

の20～70㎞ 圏

土山,三 木,三 田,摂 津本山までの10～35㎞ 圏

大野浦,向 原,瀬 野,小 屋浦までの15～40㎞ 圏

海老津,直 方,椎 田,門 司港までの10～40㎞ 圏

鹿家,基 山,赤 間までの25～40㎞ 圏

2.人 ロ

中心 都市 の第1次 圏総人 口は9,531万 人,第2次 圏 は11,428万 人 で,そ れぞれ全国総人

口の'.と94.4%に あ たる高い割合を 占め る.(表3,図1)

都 市 圏(第1次 圏)別 にみ ると,そ の大 きい ものか ら,Aラ ン クは東京の2,458万 人(全

国総人 ロの20.3%),Bラ ン クは大 阪の1,103万 人(全 国比9.1%),Cラ ンクはな く,

Dラ ンクは名古屋434万 人(全 国比3.6%),京 都 の230万 人(全 国比1.9%)の2都 市,

Eラ ン クは福岡191万 人,神 戸181万 人,札 幌172万 人,北 九州141万 人,広 島128万 人,

仙 台123万 人 の6都 市,Fラ ン クは16都 市 で,熊 本84万 人,岐 阜71万 人,浜 松,岡 山70万

人,新 潟68万 人,那 覇,姫 路,金 沢65万 人,鹿 児島63万 人,松 山57万 人.長 崎56万 人,和

歌 山,富 山52万 人,高 松,水 戸51万 人,宇 都宮50万 人 の順,ま たGラ ンク(20～50万 ク ラ

ス)は 高知 など52都 市,Hラ ン ク(10～20万 ク ラス)は 石巻 など49都 市,1ラ ンク(5～

10万 ク ラス)は 諏訪など94都 市,Jラ ン ク(5万 未 満 クラス)は 魚津 など75都 市 を数え る.
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図1.主 要中心都市の通勤 ・通学圏(第1次 圏)

人口の規模(S.60)と 増減動向(S.55--60)

凡 例

回111万 人以 上

人 回200--soo万 人

◎100--200万 人

◎50^-100万 人

◎20～50万 人

◎10～20万 人

巻

。誘

Op,3

二
●・
'

C

O

,

一

㍉
.

C

艦0

澄
○

10%以 上

5^-10%

2--5%

0--2%

-2^-0%

-2%以 上

DC

・4D

ミE

ち'・'DO

画.響

4

E
O

。....・'馬 … ♂'

『講D

冨
◎
.》

D
O

ド
.垂

9
●
.
.
9
.
(

β

・
,

●

㌧

)

ミ

B
O

譜'

鉱

酬

od



水田1わ が国における主要中心都市の通勤 ・通学圏について 83

3.人 口密度

第1次 圏の平均は689ん4㎡,第2次 圏では485人 細 で,全 国平均320人 細 のそれぞれ2.2

倍と1.5倍 にあたる高い密度を示す.人 口密度のとくに高い圏域が集中する地域は,東 京

を中心とする関東西半部,名 古屋を中心 とする東海,大 阪を中心とする近畿中部,岡 山,

広島を中心とする瀬戸内中部,福 岡を中心 とす る九州北部のベル ト状をなす5地 域 と那覇

を中心 とする沖縄南部地域でs㎞ 当り1,000人 をこえる高密度圏が連続的に分布する.一

方,石 狩山地,北 上山地,出 羽山地,越 後山脈,飛 騨山脈,中 国山地などを含む低密度地

帯では100人4㎡ にも満たない圏域 も多数みられる.

4.人 口増減率

S.55～S.60の 最近5年 間における人口増減率は全国平均で+3。4%で あるが,通 勤 ・通

学圏域でみると第1次 圏は+4.a%,第2次 圏は+3.9%で,何 れも全国平均をやや上ま

わる.な お,第2次 圏域以外の非都市圏地域の平均で人口が一3.9%と 減少をみたの と較

べ,第1次,第2次 両圏域共約+4%の 増加であり,両 者の間には大きな格差がみられる

のが特徴的である.

次に,1,2次 圏を通 してみた人口増減率を地域別,都 市圏別に概観する.(表3,図

1参 照)

北海道では,道 央の札幌,千 歳両圏の増加率が高 く,帯 広圏もやや高い.一 方,鉄 鋼不

況の室蘭圏の減少率は著るしく,産 炭地の砂川,美 唄両圏でも減少をみた.

東北では,新 幹線に沿 う仙台と盛岡,白 河3圏 の増加率がやや高い.製 鉄の町釜石の不

況は圏域の著るしい人口減となって表われており,他 に製材都市能代も減少 した.主 要都

市では弘前と酒田が伸びなやむ.

増加率の高い関東では,東 京圏の西と東の外縁部に立地する工業都市の厚木と国際空港

をもつ成田両圏の伸びが著るしく,研 究学園都市の土浦圏,新 興工業都市の神栖,太 田,

君津,平 塚各圏 も高い伸びを示 した.東 京圏自体 も巨大都市圏としては高い伸び率を示 し

ている.減 少の著るしいのは,銅 山関連企業の閉鎖をみた日光圏のみであった.

人口の安定的な北陸では,中 核都市の金沢と海陸交通の要地敦賀の両圏がやや高い伸び

を示 した.一 方,雪 国の機業地十 日町では減少率がやや高い.

中部では,自 動車の町豊田と原発の立地 した浜岡の両圏の伸びが高い.他 に,東 海ベル

ト工業地域の袋井,浜 松,湖 西,豊 橋,西 尾,安 城,刈 谷の各圏や中央高地の甲府,諏 訪,

伊那の3圏 域の伸びもやや高い.中 核都市名古屋の圏域は全国平均値をやや下まわる.一

方,平 地の乏 しい熊野灘沿岸の尾鷲 と熊野の圏域は減少率がやや高い.

近畿では,湖 南地域に増加率の著るしい栗東,甲 西2圏 域がみられ,兵 庫県内陸の高速

道に沿 う三田と社の圏域の伸びも高い.奈 良県下唯一の独立的都市圏天理での伸びもやや

高い方に属する.近 畿の中核地京都,大 阪,神 戸の3大 都市圏は何れも全国平均をやや下

まわる伸び率にとどまっており,東 京圏 との伸びの格差は拡大の一途を辿 っている.一 方,

日本海側の宮津,太 平洋側の新宮などはやや減少の目立つ都市圏である.

中国地方でやや高い伸び率を示す ものは,中 核都市の広島をはじめ,西 山陽の山ロ,防

府の両圏域である.一 方,瀬 戸内海の造船の町因島圏は不況により,西 山陰の旧城下町萩

と炭鉱の町だった美祢の両圏ともども減少率がやや目立 っている.瀬 戸内海沿いの尾道,

呉,岩 国の停滞ぶりも顕著である.

四国でやや高い伸びを示すのは後背地の広い松山圏のみである.一 方,南 予の八幡浜圏
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では減少率がや 、大きい。化学工都の新居浜も伸びなやんでいる.

九州 ・沖縄では,最 大の中心地福岡をはじめ,南 九州の国分,沖 縄の那覇,沖 縄両圏が

高い伸びを示 しており,熊 本,大 分,宮 崎,鹿 児島や川内の圏域の伸び もやや高い.大 工

業 ・港湾都市として飽和点に達 した北九州市の圏域はもはやその増加率がきわめて小さい.

減少率の大きいのは,筑 後川下流域の大川圏のみである.ま た,大 牟田,佐 世保,八 代,

延岡といった化学 ・造船工業で代表される都市圏も減少を示 している.

5.人 ロの規模と増減率

表5-1,表5-2は それぞれ第1次,第2次 の通勤 ・通学圏域による各中心都市の人

口規模(S.60)と 人口増減率(S.55～60)を ランク別にまとめたものである.こ の2表 に

よれば,都 市圏(通 勤 ・通学圏)の 人口増加率の高さは,そ の人口規模によく相関するも

のであることが判る.即 ち,都 市圏の人ロを10の階級に区分 して,各 階級に属する都市の

平均人口増加率を算出してみると,最 高値を示すのは第1次 圏では100～200万 人の地方

広域中心都市を含む大都市Bの クラス,第2次 圏では2,000万 超の巨大都市A(東 京)の

クラスである.大 都市にあって も先進性の強い中央西部の大阪,京 都,神 戸 と名古屋の4

都市は増加率がやや低い.一 方.増 加率の最低 ランクは小都市において現われ,第1次 圏

で人口5万 未満,第2次 圏で人口10万未満の圏域である.

人口規模が小 さくなるにつれて,人 ロ減少都市数の占める割合が高 くなり,5万 未満の

第2次 圏では30都 市中,18都 市迄が減少を示す.こ のように各中心都市間にあって も,人

口格差はなお増大の一途を辿 っており,都 市間の自然淘汰的現象が進行 しつつあるといえ

よう.
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人ロの規模と増減率(第1次 圏)表5-1
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人口の規模と増減率(第2次 圏)表5-2
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6.総 合圏域人口

総合圏域人口の算出方法については前述 したが,こ こでは各地方別に都市の規模別分布

状況を眺めよう.(表3右 欄)

(北海道)試 算人口184万 の札幌を中核として,道 北の旭川,道 南の函館,道 東には

釧路と帯広,さ らには北見を配する.他 に工業核心として室蘭 と苫小牧をもっている.札

幌以外のこれら拠点7都 市圏の人口は各々12～40万 人である.

(東北)120万 の仙台圏を中核として,北 東に盛岡,八 戸,北 西に秋田,弘 前,青 森,

南西に山形,南 東に福島,郡 山,い わきの中規模都市圏9が ある.そ の下位に南東北の石

巻,酒 田,鶴 岡,米 沢,会 津若松の5都 市圏が分布する.

(関東)要 めをなす東京圏の試算人口は2,093万 で,わ が国最大の卓越 した巨大都市

圏である.周 辺の広大な平野部にはこの東京と緊密に結び付いた中規模都市圏10が 分布す

る.即 ち,北 部の宇都宮を筆頭に}北 東部の土浦,水 戸,日 立,北 西部の熊谷,高 崎,前

楕,南 西部の厚木,平 鳳 小田原がそれである.こ れに次 ぐものは,北 ～北西の小山,足

利,桐 生,太 田,伊 勢崎,東 ～南東の成田,茂 原,君 津の8圏 である.

(北陸)日 本海に沿 う細長いこの地域は,地 勢上東西2つ の圏域に分れるが,東 は新

潟,西 は金沢がそれぞれ最大の中心地で,こ れに次 ぐ規模をもつものとして,東 に長岡.

上越,西 に富山,高 岡,福 井の5都 市圏がある.三 条 と小松がこれに次 ぐ.

(中部)東 海東部 ・西部 と中央高地(甲 信)の3地 域から成るが,最 大の中心地は名

古屋で,そ の都市圏試算人口は395万 に及び,全 国第3位 を誇る.次 いで,静 岡,浜 松,

岐阜の3都 市圏が70万人前後の規模を有する.中 規模圏は東海西部で豊橋,豊 田,大 垣,

四日市,津,東 海東部で沼津,富 士,中 央高地で甲府,松 本,長 野である.他 に,伊 勢,

松阪.刈 谷,飯 田,上 田かやや目立つ存在である。

(近畿)南 北に山地をもつこの地方では,お もな都市は中央部のみに集中する.即 ち,

東京に次いで882万 の巨大都市圏人口をもつ大阪を中核 として,東 に220万 の京都,西 に

171万 の神戸の2大 都市圏が近接 し,さ らに神戸の西に姫路.大 阪の南に和歌山の都市圏

が接続す るかたちで,こ れ ら5大 都市に彦根を加え,横Y字 形の巨大な連接都市圏をかた

ちつくる.ま とまった平地の少ない南と北の山岳地域では,小 規模な都市圏 しか存在 しな

い.

(中国)山 陽と山陰の2地 域から成るが,最 大の広島(133万)と これに次 ぐ岡山は

共に山陽側にある.中 規模都市圏は山陽筋で倉敷,福 山,呉,徳 山,宇 部,下 関の6圏,

山陰では鳥取,米 子,松 江の3圏 である.他 に,や や目立つ小規模圏として,山 陽の津山,

岩国,防 府,山 口,山 陰の出雲があげられる.

(四国)四 面にそれぞれ徳島,高 松,松 山,高 知の中核都市をもつ四国であるが,と

くに際立った規模の都市はみられない.小 規模都市圏では,丸 亀,新 居浜,今 治と宇和島

の4圏 がやや目立っ.

(九艸1・沖縄)最 大の中核都市福岡(試 算181万)と これに次ぐ北九州(134万)を

はじめ.都 市分布は北西部に偏在するが,熊 本,鹿 児島や長崎,大 分,那 覇 といった規模

の大きい都市圏は分散的立地である.こ れに次 ぐ中規模都市の久留米,大 牟田,佐 賀,佐

世保は北西部 に,宮 崎は南東部に立地する.他 には,北 九州の中津,田 川,飯 塚,唐 津,

南九州の八代,延 岡,都 城 と沖縄の各都市圏がおもなものである.
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7.総 合圏域人口の対中心市域人口比

中心都市の総合圏域人口試算値は全国計9,054万 となり,そ の中心市域人口5,314万 に

対 し全都市平均で1.70倍 となる,(表3最 右欄)こ の平均値を上まわるのは.296都 市中,

僅かに15都市にすぎない。 これは平均値を引き上げる巨大都市の影響が極端に大 きく,市

(区)域 外都市圏人口3,740万 のうち,東 京1,257万 と大阪618万 だけで過半数に達する

ことによるものである.

対中心市域人口比の高いおもな都市は.大 阪の3.34倍,東 京の2.50倍 を筆頭に,2倍

以上は土浦.甲 府,水 戸,1.7倍 以上は名古屋,那 覇,佐 賀,徳 山,熊 谷,徳 島,高 岡,

仙台,福 井,沼 津の商業中心各都市である.

中心市域外都市圏人口の多い都市は,上 記東京,大 阪の他,名 古屋183万,京 都72万,

福岡65万,仙 台50万 の順で,ほ かに20～30万 のもの14都 市,10～20万 のもの28都市を数え

る.

IV.主 要中心都市の通勤 ・通学圏図

図2-1～ 図2-5は 各地方毎の中心都市の通勤 ・通学圏域を市町村単位で1:250万

の地図上に示 したものである。この図か ら気の付 くことを以下に記してみよう.

図2-1北 海道では,都 市の分布密度の低 さを反映す る閑散 とした姿をみせ,道 北,

道南各1,道 東は3の みで,札 幌を中央に滝川から室蘭迄の道央に7都 市圏が集中する.

第2次 圏1つ 当りの平均面積は1,5901で,全 国平均の2倍 に達する.北 海道では第2次

の通勤 ・通学圏総面積は全道面積の23%(全 国は62%)に すぎない.胴 体部や渡島半島部

には広大な非都市(通 勤 ・通学)圏 地域が広がる.各 圏域内における中心都市の位置は中

央附近にあるのが最 も一般的であるが,地 勢のほか,交 通,都 市分布などの条件によって

例外的なパターンを示す もの も多い.中 心都市に対 して旭川は東へ,滝 川,北 見,釧 路は

西へ,札 幌は北へ と圏域が偏って広がる.

図2-2東 北では,都 市分布が平均的な分散をみる.非 都市圏域は,北 部の奥羽山脈

や北上山地,南 部の阿武隈山地,越 後山脈(奥 会津)に 広がるが,そ の面積比率は22%と

低い.東 北では内陸盆地が縦2列 に発達 した地勢をもつためである.都 市圏は人口的には

小規模なものが多いが,1都 市圏の平均面積は全国平均を上まわる.圏 域の平面形か中心

都市の位置に対 して偏位するものは,石 川,新 潟,三 条が東に,北 上,古 川,燕 が西に,

本荘,鶴 岡,棚 倉が南に,角 館が北にそれぞれ延伸 している.

図2-3関 東 ・中部では,ま ず関東であるが,全 国最大の面積をもつ東京圏(半 径40

～65㎞ の円形)を 除き,多 数の小面積圏域が存在する.と くに,北 西部両毛地域の13の 中

心都市はまれにみる高密度分布を示す.関 東の都市圏域面積率は全国最高の83%に 達 し,

非都市圏は北部と西部の山地部を中心にややまとまって見 られるにすぎない.第2次 圏の

都市別平均面積は四国,九 州とならんで小さい.中 心都市に対す る圏域の偏位するものは,

下館が東へ,下 妻,富 岡,厚 木が西へ,茂 原が南へ,烏 山と桐生は北へと伸びる.

次に中部であるが,中 心都市の分布は北陸,東 海の沿岸部 と名古屋と上越市を結ぶ縦列

の計3列 の分布がみられる.地 域全体としてみると,近 畿,中 国と共に都市圏面積率は全

国平均よりかなり高 く(75%),第2次 圏1つ 当りの平均面積は全国平均程度である.非

都市圏域は佐渡島,能 登半島,飛 騨山地,赤 石山地などにまとまった広がりをみせる.中

心都市に対する圏域の平面形態は,魚 津,中 野,諏 訪が東へ,敦 賀,大 垣が西へ,十 日町,

富山,小 松,武 生,上 田,大 仁が南へ,富 士が北へと偏位する.名 古屋圏は都心か ら15～
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50㎞の三角形の圏域で,と りわけ北東方へ伸び出している.

図2-4近 畿 ・中国 ・四国のうち,ま ず近畿であるが.都 市圏分布は中部を中心に,

北部と南部にそれぞれ山地で分断されて立地する.そ して,北 には東西に細長い丹波山地

の,南 には塊状の紀伊山地の非都市圏域(全 体の26%を 占める)が それぞれ介在する.核

心をなす大阪圏は都心から20～60㎞ にわたる三角形をな し,東 方は三重県域に迄延伸する.

なお,神 戸市は大阪市に対 して7%の 通勤 ・通学率があるため中心都市に準ずる都市とみ

なされる.ま た,京 阪神を合せた圏域面積は1,2次 圏共東京のそれを上まわる.中 心都

市に対する圏域の平面形態 としては,八 日市,天 理,田 辺が東に,津,松 阪が西に,伊 勢

が南に,長 浜,姫 路が北に伸びた形をとる.

中国地方では,平 均的な都市分布がみられるといってよい.非 都市圏域(24%)は 中国

山地中 ・西部と吉備高原西部 とにみられる.中 心都市に対する圏域の平面形態は,呉,萩

が東へ,三 原,岩 国が西へ.鳥 取,安 来,柳 井が南へと伸び出す.

四国は都市圏立地が北半に偏 りをみせる.第2次 圏面積率は北海道を除き最も低 く,59

%に 過ぎない.非 都市圏域は四国山地の東部と西部に分断されて共に大きな広がりをもつ

1都 市圏当りの平均面積 も関東,九 州とならんで最低位にある.都 市と圏域の位置関係で

は,徳 島.阿 南.西 条は西に,丸 亀は南に伸びた形をとる.

図2-5九 州では,都 市圏面積比は66%で 全国平均をやや上まわるが.1都 市圏当り

の面積は全国最低で.小 規模圏の卓越する地域といってよい.非 都市圏域は中央部の九州

山地に大 きく,他 に島しょ部の殆どが含まれる.都 市と圏域の位置関係では,佐 伯,日 向が

西へ,飯 塚が南へ,宇 部,下 関,高 鍋が北への広がりをみせる.

図2で は,中 心都市に対してより遠い市町村が,近 い市や町より反って高い通勤 ・通学

率を示すか,ま たは近くの中心都市を飛び越えて遠 くの中心都市の影響圏下に属する例が

少ないが見られる.所 謂 「潜上の現象」である.こ れには,

(1)自 市町村内での通勤 ・通学先の少なさ(よ り中心都市に近い町と対比 して)一 青森,

富岡,人 吉の例.

(2a中 心都市との交通の便利さ(他 のより小規模の競合都市と対比して)一 仙台,鹿 島

の例.

⑧ 上記(1),② およびそれらの結果に もとつ く衛星都市度の高さ 一 大阪の例.

の3つ のケースがある.
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図2-2 主要 中心都市の通動 ・通学圏
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図2-5 主要 中心都市の通勤 ・通学圏
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V.通 勤 ・通学 圏の移 り変 り

通勤 ・通学圏の中心都市とその圏域とは,社 会情勢の変化に対応 して長い年月の間には

次第に移り変ってゆ くものと考えられる.そ の実態を知るよりどころとして,S.35の 国勢

調査結果にもとついて,筆 者が5.40に 建設省計画局在職中とりまとめた 「通勤 ・通学状況

よりみた都市圏」と題する1枚 の地図がある.そ れには,現 在の5%以 上の通勤 ・通学圏

に概ね相当すると考えられる2%以 上の通勤 ・通学圏域が示 してある.そ こで,こ の地図

とこのたび作成 した図2と を対比すれば,S.35～60の25年 間の通勤 ・通学圏の移り変りが

或程度つかめる筈である.S.35当 時,未 復帰の沖縄を除き,人 ロ5万 以上の2%圏 域の中

心都市は289あ ったが,S.60現 在,5%圏 域の中心都市は262と なり,27の 減少となって

いる.内 訳は新たに加わった中心地は39市 で,除 外されたものは66市である.除 かれた中

心都市のr程 度は,附 近の急成長都市の影響を強く受けた結果である.以 下,そ の対比結

果について地域別に述べてみよう.

(北海道)中 心都市数はこの25年 間に22か ら11へ と半減 した.と くに,道 央産炭地か

ら道北農漁村地域の中心都市が弱体化 したのが特徴的である.新 しく5万 以上の人口圏域

の中心都市に加わったのは千歳市のみで,道 東の網走,紋 別,道 北の稚内,名 寄,士 別,

富良野,留 萌,道 央の深川,芦 別,夕 張,岩 見沢.倶 知安 と12もの市が除かれた.圏 域の

平面形は札幌がやや拡大 し,室 蘭がやや縮小 した他は目立 った変化がない。圏域人ロは全

道の中心 となった札幌と工業港苫小牧の伸びがとくに高く,産 炭地を控えた砂川の減り方

も大きい.札 幌,苫 小牧間の発展地域には千歳の中心地が生れ,衰 退地域では中心岩見沢

が近 くの札幌圏に組み込まれた.

(東北)中 心都市数は43か ら45へ と微増.む つ,二 戸,久 慈など北部の未開発だった

地域に中心地が成立 し,他 に築館と二本松が加わった.ま た,南 部の須賀川,双 葉は除か

れ,棚 倉圏も5万 人を割った.全 体 としてみれば,都 市圏の安定的な地域といえよう.圏

域ごとの平面形は須賀川を吸収 した郡山と大曲とで拡大 し,鉄 都釜石が縮小した.圏 域人

口は十和田,仙 台,郡 山の伸び率が高 く,釜 石は激減をみた.

(関東)中 心都市数は37か ら38へ と殆ど変化がないが,出 入りの変動はかなり激しい.

中心都市の独立は,東 京圏の外縁部(太 田,熊 谷,成 田,君 津,厚 木,平 塚)と 関東外縁

部(鹿 島.神 栖.黒 磯.旭)と にみ られ.一 方,小 規模圏の衰退は関東外周部(八 日市場.

佐原,烏 山,日 光,中 之条)に 顕著である.石 岡は土浦に,渋 川は前橋にそれぞれ吸収さ

れた.東 京圏は圏域を拡大しておらず,む しろその外縁部に新 しい工業拠点の都市圏を成

立させているが,自 らの圏域人口はこの25年 間で約1.7倍 に増大して過密化が一層進めら

れた.こ れらの結果,関 東では東京都心を中核としてそれぞれ発展の度合いの異なる同心

円的な6つ の圏域構造が認められる.東 京都心,東 京外周,東 京外縁(人 口増加率最高),

関東在来都市,関 東外周(人 口減少),関 東外縁の各地域である.圏 域空間の拡大 したも

のは土浦,小 山,前 橋など,縮 小 したものは日光,足 利,銚 子などである.ま た,圏 域人

口の伸び率では,土 浦と小山が最も高 く,水 海道,宇 都宮,前 橋,東 京(1,620万 →2,742

万)も 可成高い.減 少率は日光 と銚子が著るしい.

(北陸)中 心都市数23は 変動がない.小 千谷が加わ り,小 出が5万 人を割 っている.

全国的にみて,都 市圏の最も安定 した地域である.圏 域の変化 も少な く,新 潟でやや拡大

をみた程度である.圏 域人口の変化は福野での減少が目立つ。

(中部)中 心都市数は47か ら39へ と減少が顕著である.中 心都市間の出入りの変動も
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激 しく}美 濃加茂.榛 原,袋 井,湖 西,西 尾,安 城,松 阪.伊 勢,上 野が新たに加わり,

身延,長 坂,飯 山,多 治見,関,八 幡,三 島,清 水,島 田.磐 田,蒲 郡,一 宮,尾 西,桑

名が除外され,熱 海,大 仁,鳥 羽は5万 人を割った.中 心都市の独立は,浜 松圏,名 古屋

圏の工業都市が要めといえる.ま た,中 心都市で他に吸収されたものは,名 古屋をはじめ.

岐阜,沼 津,静 岡の圏域に,衰 退 したものは,中 央高地の小規模圏にみられる.都 市圏空

間の拡大は甲府,長 野,岐 阜,静 岡,名 古屋の各県都や富士,豊 田の工都で,縮 小は熱海,

鳥羽の観光都市でみ られる.圏 域人口の伸び率は,豊 田が約5倍 と全国最高を示 し,岐 阜,

沼津,富 士.名 古屋(302万 →495万)の 伸びも高い.減 少率は伊勢圏の独立で人口%と

なった鳥羽を最高に,熱 海で高い.

(近畿)中 心都市数は24か ら21へと3市 が減少 した.新 たに加わったのは,三 田と天

理で,三 重県の上野を加えて大阪大都市圏の外周～外縁部の発展による中心都市の成立で

ある.一 方,篠 山,柏 原,八 鹿,湯 浅の小規模圏と造船不況による相生圏の衰退がある.

圏域の拡大は姫路と和歌山で,縮 小は西脇でみられる。圏域人口の変動では.大 阪(735

万→1,157万)と 姫路での伸びが50%を,西 脇の減少が1'.を 超えている.

(中国)中 心都市数は32か ら27へと5市 が減少 した.即 ち,呉 と防府が加わり,備 前,

井原の小規模圏 と造船不況の玉野,徳 山圏に吸収 された下松が除かれ,安 来,新 見,高 梁

が5万 人を割 った結果である.圏 域の拡大は出雲,岡 山,倉 敷,福 山,広 島,徳 山でみら

れる.圏 域人口の伸び率のとくに高いものは倉敷 と徳山で,岡 山,福 山もこれに次いで高

い.

(四国)中 心都市数は15か ら17へ と2市 増加 した.阿 南,脇 が徳島圏から,西 条が新

居浜圏か ら独立 し,大 洲 も中心都市 となった.坂 出は高松圏に吸収され,須 崎も5万 人を

割 った.圏 域の拡大は高松,丸 亀,伊 予三島,高 知などで,ま た縮小は徳島と新居浜で目

立つ.圏 域人口の伸び率は丸亀で,減 少率は新居浜でそれぞれ高い.

(九州)中 心都市数は46か ら41へ と減少をみた.即 ち,熊 本圏か ら玉名が,延 岡圏か

ら日向が,水 俣圏から出水が,鹿 児島圏から国分がそれぞれ独立 し,志 布志も通勤 ・通学

圏の中心 となった.一 方,よ り上位の都市に近接する直方が北九州に,吉 井,八 女が久留

米に,柳 川か大川に,小 城が佐賀に,江 迎が佐世保に,西 都が宮崎にそれぞれ吸収され,

小規模な竹田,津 久見,大 口の3市 が圏域を失った.圏 域の拡大は福岡,久 留米,大 川,

諌早,中 津,大 分,宮 崎,川 内で,縮 小 は伊万里,水 俣,延 岡でみ られる.圏 域人口は福

岡,大 川,諌 早,大 分,宮 崎,川 内での伸び率が高 く,田 川,飯 塚,伊 万里の旧産炭地や

水俣,延 岡の企業城下町,農 漁村地域の鹿島で減少率が高い.

お わ り に

わが国には通勤 ・通学圏の中心といえる都市がおもなものだけでも296の 多くを数え.

大小の圏域 に細分されていることがまず判った.そ れらの都市を中心 として,周 辺各市町

村から常住就業 ・通当者の15%以 上が中心都市を指向する圏域をもって,そ の狭義の通勤

・通学圏とみなすのが最も適当であろうということも判 った.そ の様にして抽出された圏

域を単位として種々統計的考察を行った結果,圏 域面積と圏域人口とは概ね正の相関関係

にあるが,人 口の多い都市圏(通 勤 ・通学圏)ほ ど人口密度 も人口増加率 も共に高くなる

傾向にある.都 市規模格差はこのところ年々確実に拡大 しつつあり,都 市間淘汰 も盛んに

進行していることが判る.

そして,こ の四半世紀における中心都市間の移 り変りをみて くると,変 動量はかなり大
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きなものであった.そ れが丁度わが国の高度成長期であり,現 在の安定成長期へ と移行す

る迄の短かい期間であったためもあろうが…….所 在す る地域の差(大 都市圏との距離,

都市発展の熟度の点からみた),都 市規模の大小,都 市機能の如何等により,中 心都市に

おいて も成長と衰退の明暗が判然と分れるのである.

近い将来については,近 年みられた傾向が今后 も当分の間,よ ほどの社会的変化のない

限り,緩 やかに続 くであろうし.首 都圏への一極集中の傾向もなお しばらくの間は続けら

れるであろう.今 回は対比することが出来なかったが,通 勤 ・通学の現象丈でなく,そ の

他の諸現象をも指標とした都市圏の構成の実態と本質をよく見すえて,都 市圏的にみて も

変 り行 くわが国土のすがたを地域計画の策定その他に適確に反映させ,本 来あるべき各地

域間の均衡ある健全なすがたを再建 してもらいたいと願 うことしきりである.
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Summary

Anareawhichsharespeople'slife,economicandculturalactivitieswitha

majorcityinaregionisformulatedaroundthemajorcitジsneighborhood.This

is,socalled,acityarea.Ihavestudiedthistimecommutingandschoolattend-

ingareasofmajorcitiesofourcountrybasedonnation-widestatisticsbycity,

townandvillageofcommutingandschoolattendingstatusin1985.

Theplanefigureoftheareaisinfluencedbyvariouskindsofelementssuch

astrafficconditions,geographical,politicalandhistoricalconditionsaswell

asscale,functionalcharacteristicsanddistributionofthemajorcities,asa

resultofwhichthereexistmanydifferentsizesofcommutingandschoolattend

ingareas.

1definedthemajorcityofaregionasonethatsatisfiesallthefollowing

conditions.

1.Thecitywhichhasmorethantenthousandsofworkingandschoolattending

population.

2.Oftheworkingandschoolattendingpopulation,morethantwothousandspeple

liveinitsneighboringcities,townsandvillages.

3.TherearemoreworkingandschoolattendingpeopleinthecitywholiveOUレ

sideofthecitythanthoseworkingandschoolattendingpeoplewholiveinthat

particularcity.


